【論文目録見本】
論　　文　　目　　録
主　　論　　文
１．題　　目　　　　○○○○○○
　　　　　　　　　　（外国語の場合は日本語訳を併記する）
２．公表の方法・時期
　　第○編第○章　　○○○○○○
　　　　　　　　　　（外国語の場合は日本語訳を併記する）
　　○○年○月発行（外国雑誌刊行日付は西暦でよい）
　　○○○○○第○巻第○号○○頁～○○頁に掲載
　　　└───────（学術雑誌名等を記載）
　※提出論文の題目（編・章等）と別の題目（編・章等）で公表した場合は、提出論

　　文の題目の次に(　　)を付して併記すること。
　※共著論文については、本人を含め共著者全員を論文記載の順に付記すること。
　　他の部分の公表の方法・時期は未定
　　　└───────（一部未発表の部分がある場合はこの文言を記載）
３．冊　　　　　　数　　１冊
参　考　論　文
　※主論文に準じ論文ごとに題目、公表の方法・時期を列記すること。
　※共著論文については、本人を含め共著者全員を付記すること。共著者多数の場合は、
　　「誰々ほか何名共著」のように記載すること。
　※参考論文が無い場合は「なし」と明示すること。
　　平成　　年　　月　　日※日付は論文受理日
　　　　　　　　学位授与申請者
　　　　　　　　　　　氏　　名

【論文目録記入例】
論　文　目　録

主　論　文

１．　題　目：　Studies of Novel Approach in XYZ Methods

（XYZ法における新しい測定法の研究）

　２．　公表の方法・時期

　　

　　　１.Combination of A and B in XYZ Methods

(XYZ法におけるAとBの同時測定)

Journal of xxx 第10巻100頁－111頁(2014年1月刊行予定)に掲載予定
京化 学、○田 ×一郎の共著

　　　２.Utilization of DEF in GHI Experiment Using the XYZ Methods

(XYZ法を用いたGHI実験におけるDEFの有効活用)

Journal of Experimental XXX 第10巻1頁－5頁(2013年7月刊行)に掲載

京化 学、Q山 P雄、○田 ×一郎の共著

　　　３.Efficient Analysis Using a DEF for XYZ Methods

(XYZ法におけるDEF用いた効果的な分析)

Science 2013年12月受理、掲載予定

京化 学、Q山 P雄、John A. Smith、○田 ×一郎の共著

　３．　冊　数：　１冊

参　考　論　文

　　　１.ABCD and EFG Studies of HIJK

(ABCDとEFGを用いたHIJK関する研究)

XXX　Journal 第10巻 特別号40頁－50頁(2007年11月刊行)掲載

京化　学、Q山　P雄、○田　×一郎、V川　L彦の共著

　平成２５年１２月６日

　　　　　　　　　学位授与申請者

　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　京化　学

【履歴書見本】
平成○○年○○月○○日

※日付は論文受理日
履　　　歴　　　書
　本　籍　地　（都道府県名のみ記載、外国人は国籍を記載）
　現　住　所　　〒　　　－　　　　　

　　　　　　　　
                               ふ り が な　 （外国人留学生はカタカナで記載）
　　　　　　　　　　　　　　　 氏　　名　（漢字圏内外国人は英文表記も記入）
　　　　　　　　　　　　　　　生年月日　昭和○○年○○月○○日生（外国人は年号西暦）
【注】

学歴、職歴、研究歴、賞罰の年月日は順を追って正確に記入すること。
また、該当事項のない場合は「なし」と記入すること。

年号は、日本人は和暦で、外国人は西暦で記載すること。

京都大学を卒業･修了している場合は、別紙「卒業・修了年月日一覧」を参照すること。

　

学　　　　　歴
　昭和○年○月○日　　○○高等学校卒業（旧制の卒業生は中学校卒業から）
　昭和○年○月○日　　○○大学○○学部○○学科入学
　昭和○年○月○日　　同上卒業（京都大学は通常３月２４日）
　平成○年○月○日　　○○大学大学院○○研究科○○専攻○○系･分野修士課程入学
　平成○年○月○日　　同上修了（京都大学は通常３月２３日）
　※昭和54年以前に京都大学博士課程へ入(進)学した者の記載例
　昭和○年○月○日　　京都大学大学院○○研究科○○専攻博士課程入(進)学
　昭和○年３月31日　　同上博士課程所定の単位修得退学
　※昭和55年以降に京都大学博士後期課程へ入(進)学した者の記載例
　平成○年○月○日　　京都大学大学院○○研究科
　　　　　　　　　　　　　　　　○○専攻○○系･分野博士後期課程編入(進)学
　平成○年○月○日　　同上博士後期課程研究指導認定（見込み）

（平成○年○月○日　　同上博士後期課程研究指導認定退学）　　　　　　　　　
職　　　　　歴
　平成○年○月○日　 （採用、配置換、退職等月日順に記載すること）
　平成○年○月○日　　○○○○現在に至る
研　　究　　歴
　平成○年○月○日　　○○○において○○○研究に従事。（平成○年○月○日まで）
　平成○年○月○日　　○○○研究員として○○○に従事。（平成○年○月○日まで）
賞　　　　　罰
な　　　し
【履歴書記入例】
平成２５年１２月６日

履　歴　書

本　籍　地　○×県

現　住　所　〒６０６－８５０２

　　　　　　　京都府京都市左京区北白川追分町6番地



カガクマンション171号室






　 

ふりがな　  けいか　まなぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　京化　 学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日　昭和６０年４月１日生

学　　　　　歴

平成１７年　３月　１日　○×県立○×高等学校卒業

平成１７年　４月　１日　京都大学理学部理学科入学

平成２１年　３月２４日　同上　卒業

平成２１年　４月　１日　京都大学大学院理学研究科化学専攻修士課程入学

平成２３年　３月２３日　同上　修了

平成２３年　４月　１日　京都大学大学院理学研究科化学専攻博士後期課程進学

平成２６年　３月２４日　同上　研究指導認定見込

職　　　歴

な　　し

研　究　歴

な　　し

賞　　　罰

な　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
